
1 

 

だ
い
こ
く
通
信 

第
十
九
号
「
秋
の
号
」 

  

ご
あ
い
さ
つ 

 
 

日
頃
よ
り
当
神
社
で
の
神
明
奉
仕
に
ご
協
力
を
賜
り
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

社
報
「
だ
い
こ
く
通
信
」
第
十
九
号
を
お
届
け
し
ま
す
。 

 

こ
の
と
こ
ろ
、
御
嶽
山
の
噴
火
、
二
度
に
わ
た
る
強
力
な
台
風
の
上
陸

と
、
自
然
の
猛
威
を
み
せ
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
重
な
り
ま
し
た
。
被
害
に

遭
わ
れ
た
み
な
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

出
来
事
に
ふ
れ
る
に
つ
け
、
人
間
の
力
の
弱
さ
・
小
さ
さ
を
痛
感
い
た
し

ま
す
。
常
に
謙
虚
な
心
を
忘
れ
ず
、
自
分
た
ち
を
は
る
か
に
超
え
た
力
の

存
在
を
改
め
て
き
ち
ん
と
と
ら
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た

次
第
で
す
。 

さ
て
、
今
回
の
内
容
は
催
し
物
の
ご
案
内
、
神
社
に
ま
つ
わ
る
豆
知
識

を
お
伝
え
す
る
「
お
宮
あ
れ
こ
れ
」、
そ
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
活
躍
す
る
新
連
載
な
ど
で
す
。
催
し
物
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を

通
じ
て
、
崇
敬
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
に
、
少
し
で
も
当
神
社
を
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
努
力
し
て
ま
い
り
た
く
存
じ
ま
す
。 

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

大
國
神
社 

宮
司 

大
島
資
生 

 

大
國
神
社
の
今 

「「
第
一
回
だ
い
こ
く
ラ
イ
ブ
」
を
開
催
し
ま
す
！
」 

新
た
な
催
し
物
の
シ
リ
ー
ズ
、
「
だ
い
こ
く
ラ
イ
ブ
」
が
始
ま
り
ま
す
。

第
一
回
目
は
「
琵
琶
デ
ュ
オ
」
の
お
二
人
を
お
迎
え
し
て
の
開
催
で
す
。

長
い
伝
統
を
も
つ
琵
琶
の
魅
力
を
大
切
に
守
り
つ
つ
、
新
た
な
風
を
巻
き

起
こ
し
て
い
る
琵
琶
デ
ュ
オ
。
熱
い
ラ
イ
ブ
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。 

 第
一
回
だ
い
こ
く
ラ
イ
ブ
「
琵
琶
デ
ュ
オ
・
ラ
イ
ブ
」 

 

日
時 

十
月
二
十
五
日
（
土
）
午
後
二
時
開
演
（
午
後
一
時
半
開
場
） 

 

会
場 

大
國
神
社
拝
殿 

 

入
場
料 

一
五
〇
〇
円
（
定
員
三
十
名
・
要
予
約
） 

 

ご
予
約 

〇
八
〇
（
一
九
八
七
）
八
七
一
六 
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琵
琶
デ
ュ
オ
の
ご
紹
介 

中
世
か
ら
続
く
四
弦
四
柱
の
薩
摩
琵
琶
の
後
藤
幸
浩
と
昭
和
の
改
良
五
弦
五
柱
琵

琶
を
操
る
琵
琶
水
島
結
子
に
よ
る
ベ
テ
ラ
ン×

若
手
女
子
の
世
に
も
珍
し
い
琵
琶
デ

ュ
オ
。
琵
琶
の
「
ビ
ヨ
ー
ン
」
と
い
う
独
特
の
「
さ
わ
り
」
と
呼
ば
れ
る
倍
音
成
分

を
こ
よ
な
く
愛
し
、
魂
削
る
。
古
典
は
勿
論
、
超
絶
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
激
し
い
弾
法
に

声
を
乗
せ
、
歌
い
、
語
る
。
日
本
の
他
の
芸
能
も
取
り
入
れ
た
異
色
・
異
端
な
現
代

の
琵
琶
法
師
。
二
〇
一
三
年
、
三
枚
の
Ｃ
Ｄ
「
琵
琶
デ
ュ
オ
」
「
太
田
道
灌
」
「
後
藤

弦
城
ソ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
（
ラ
イ
ブ
録
音
）
」
を
リ
リ
ー
ス
。 

 

お
宮
あ
れ
こ
れ
～
初
宮
参
り
と
七
五
三
～ 

日
本
で
は
人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
節

目
に
神
社
に
お
参
り
を
す
る
習
慣
が

あ
り
ま
す
。
今
回
は
そ
の
う
ち
、
初

宮
参
り
と
七
五
三
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
し
ま
し
ょ
う
。 

 

初
宮
参
り
は
「
初
宮
詣
で
」、
あ
る

い
は
「
お
宮
参
り
」
と
も
い
い
、
子

ど
も
が
こ
の
世
に
生
れ
出
た
こ
と
に

感
謝
し
、
今
後
の
健
や
か
な
成
長
を

祈
る
も
の
で
す
。
も
と
も
と
男
子
は

生
後
三
十
一
目
、
女
子
は
三
十
三
日

目
ご
ろ
に
お
参
り
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
生
後
七
日
目
、

百
日
を
過
ぎ
て
か
ら
お
こ
な
う
と
こ
ろ
も
あ
る
そ
う
で
す
。 

 

ち
な
み
に
、
安
産
祈
願
の
た
め
に
神
社
に
お
参
り
を
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
岩
田
帯
と
呼
ば
れ
る
帯
を
し
め
る
習
慣
で
す
。
古
く
か
ら
懐
妊
五

ケ
月
目
の
戌
の
日
を
選
ん
で
行
な
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
犬
が
安
産
で
あ
る

こ
と
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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次
に
、
七
五
三
は
、
三
歳
・
五
歳
・

七
歳
の
お
祝
い
で
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
を
祈
願
す
る
も
の
で
す
。
古
来
、

一
・
三
・
五
・
七
・
九
と
い
う
奇
数
は

「
陽
数
」
と
呼
ば
れ
、
め
で
た
い
数
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
真
ん
中

の
三
つ
を
と
っ
た
の
が
「
七
五
三
」
で

す
。
一
般
に
男
子
は
三
歳
・
五
歳
、
女

子
は
三
歳
・
七
歳
と
さ
れ
ま
す
。
現
在

は
満
年
齢
で
お
こ
な
う
の
が
一
般
的

で
す
。
こ
の
習
慣
の
起
源
は
平
安
時
代

に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
三
歳
に
な
る
と

男
子
女
子
と
も
そ
れ
ま
で
剃
っ
て
い

た
髪
を
伸
ば
し
始
め
る
「
髪
置
」、
男
子
が
五
歳
で
初
め
て
袴
を
つ
け
る
「
袴

着
」、
そ
し
て
女
子
が
七
歳
で
大
人
と
同
じ
帯
を
使
い
始
め
る
「
帯
解
」
と

い
う
儀
式
で
す
。
本
来
十
一
月
十
五
日
に
お
こ
な
う
も
の
と
さ
れ
ま
す
が
、

こ
の
日
取
り
は
、
徳
川
第
五
代
将
軍
綱
吉
の
子
の
髪
置
き
祝
い
が
行
わ
れ

た
の
に
ち
な
ん
で
い
る
と
さ
れ
ま
す
。 

 

七
五
三
に
は
「
千
歳
飴
」
を
食
べ
る
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
長

寿
を
願
っ
て
細
く
長
い
形
を
し
て
お
り
、
縁
起
の
い
い
紅
白
の
色
を
つ
け

て
あ
り
ま
す
。
飴
を
入
れ
る
袋
に
は
松
竹
梅
、
鶴
亀
、
高
砂
の
尉
と
姥
な

ど
縁
起
物
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
元
禄
・
宝
永
の
頃
、
浅
草

の
飴
売
り
が
売
り
出
し
た
の
が
千
歳
飴
の
始
ま
り
だ
そ
う
で
す
。 

 

十
一
月
に
な
り
ま
す
と
、
あ
ち
こ
ち
で
晴
れ
着
姿
の
お
子
さ
ん
を
み
か

け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
す
ま
し
た
顔
の
女
の
子
、
慣
れ
な
い
着
物
で
く

た
び
れ
て
し
ま
っ
た
男
の
子
、
な
ん
と
も
微
笑
ま
し
い
風
物
詩
で
す
。 

［
文
中
の
写
真
は
横
長
二
枚
が
『
儀
式
風
俗
図
絵
』（
巌
如
春 

昭
和
初
期
）

よ
り
「
髪
置
」「
袴
着
」、
縦
長
が
「
風
俗
東
之
錦 

帯
解
」（
鳥
居
清
長 

一

七
八
五
（
天
明
五
年
））］ 
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祭
礼
・
祈
祷
な
ど
の
ご
案
内 

○
次
回
甲
子
祭 

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日(

金) 

ご
祈
祷
時
間 

午
前
五
時
～
正
午 

 

○
開
運
千
人
講
祈
祷
祭 

毎
月
一
日 

午
前
六
時
～
正
午
ま
で 

 

○
お
祓
い
の
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
な
ど
は
下
記
の
電
話
番
号
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
不
在
の
場
合
は
、
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
留
守
番
電

話
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
あ
と
で
、
お
名
前
・
お
電
話
番
号
・
ご
用
件
を
お
話

し
く
だ
さ
い
。
の
ち
ほ
ど
こ
ち
ら
か
ら
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

 

○
諸
祈
祷
受
付 

 

商
売
繁
盛
祈
願
、
心
願
成
就
祈
願
、
厄
除
け
、
お
宮

参
り
な
ど
、
随
時
祈
祷
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
祈
祷
日
時
に
つ
い
て
は
、 

お
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

〈
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
〉 

〇
三-

三
九
一
八-

七
九
三
〇(

携
帯 

〇
八
〇-

一
九
八
七-

八
七
一
六) 

ｅ
メ
ー
ル 

daikokujinja@gmail.com
 

 

次
号
発
行
予
定 

「
だ
い
こ
く
通
信
第
十
九
号
」
、
い
か
が
で
し
た
か
。
次
号
「
冬
の
号
」

は
、
平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日
の
甲
子
祭
に
発
行
予
定
で
す
。 

 

「
だ
い
こ
く
通
信
」
第
十
九
号 

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
日
発
行 

 
 

編
集･

発
行 

大
國
神
社
社
務
所 

〒
一
七
〇
―
〇
〇
〇
三 

東
京
都
豊
島
区
駒
込
三
―
二
―
十
一 

 

 http://www.daikokujinja.org
 

 

           

(新連載！) 

     大吉うさぎ 

  ～神社豆知識①～ 

       くま こまち 作 


